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梶
谷
永
五
郎
先
生
は
、
明
治
二
十
七
年
、
上
須

戒
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
県
立
師
範
学
校
を
卒
業

し
た
後
、
公
立
学
校
の
校
長
な
ど
を
歴
任
し
、
昭

和
二
十
九
年
に
は
、
大
洲
市
の
初
代
教
育
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

郷
村
で
あ
る
上
須
戒
に
は
、
大
正
、
昭
和
と
二

度
に
わ
た
り
小
学
校
長
と
し
て
帰
任
。
特
に
、
昭

和
八
年
か
ら
の
二
度
目
の
赴
任
の
際
に
は
、
同
時

に
青
年
学
校
長
も
勤
め
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
は
、
不
況
に
あ
え
ぐ
動
乱
の
時
代

に
あ
り
、
上
須
戒
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
農
村
と
し

て
の
現
状
に
は
悲
惨
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
現
状
を
前
に
、
梶
谷
先
生
は
、
「
愛
す
る
郷

土
の
繁
栄
は
、
郷
土
に
生
き
る
村
民
自
ら
の
手
で

築
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
青
年
教
育
の
場
と
し

て
H

明
玄
由
民
士
道
場
H

の
建
設
を
提
言
。
〈
王
村
あ

げ
て
の
協
力
で
、
昭
和
十
年
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

H

自
然
の
中
に
汝
を
見
い
出
す
べ
し
4

で
始
ま

る
五
力
条
の
道
場
心
得
の
も
と
、
『
汝
の
郷
土
を

開
発
す
る
者
は
汝
自
ら
な
り
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

多
く
の
若
者
た
ち
が
こ
の
道
場
で
汗
を
流
し
、
何

事
に
も
屈
せ
ぬ
農
民
魂
と
自
力
更
生
の
精
神
を
養

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
生
自
ら
が
、
何
に
お
い

て
も
、
こ
の
明
玄
の
心
、
自
力
更
生
の
精
神
を
率

先
し
て
行
動
で
示
し
ま
し
た
。
こ
の
師
弟
同
行
の

実
践
に
、
そ
の
精
神
は
、
年
齢
を
間
わ
ず
〈
玉
村
へ

浸
透
し
て
行
っ
た
と
言
い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
、
梶
谷
先
生
は
満
九
十
歳
で
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
熱
烈

生
な
郷
土
愛
と
明
玄
の
心
は
、

問
今
も
、
上
須
戒
の
地
に
、
人

日
々
の
心
に
、
脈
々
と
生
き
続

儲
け
て
い
ま
す
o

梶企
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おおず広報平成元年3月18 

三新市長誕生三

一
月
二
十
一
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
大
洲
市
長
選
挙
の

投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
元
大
洲
商
工
会
議

所
劃
会
頭
で
会
社
社
長
の
桝
田
興
一
氏
(
印
)
H
H
無
所
属

新

1
が
初
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
大
洲
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

で
は
、
山
下
勝
利
(
灯
)
H
H
無
所
属
新
H
H
、
石
村
朝
雄

(臼

)
1社
会
党
元
H
H
の
両
氏
が
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

選
挙
当
日
は
、
午
前
七
時
か
ら
、
市

内
二
十
六
ヶ
所
の
投
票
所
で
一
斉
に

投
票
を
開
始
。
市
長
選
挙
と
し
て
は
十

二
年
ぶ
り
の
選
挙
と
み
っ
て
、
市
民
の

関
心
も
こ
と
さ
ら
強
く
、
こ
の
日
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
有
権
者

の
出
足
も
好
調
で
し
た
。

投
票
終
了
後
、
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
、
市
役
所
二
階
大
ホ

i
ル
で
即
日
開

票
が
行
わ
れ
、
市
長
選
で
は
、
一
万
四

千
三
百
十
五
票
を
獲
得
し
た
桝
田
輿
一

氏
(
印
歳
、
無
所
属
新
)
が
初
当
選
を
、

ま
た
、
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
は
、

山
下
勝
利
氏
(
幻
歳
、
無
所
属
新
)
と

石
村
朝
雄
氏
(
臼
歳
、
社
会
元
)
が
、

そ
れ
ぞ
れ
当
選
を
果
し
ま
し
た
。

一
月
二
十
一
日
で
の
有
権
者
数
は
二

万
八
千
六
百
五
十
一
人
(
男
一
万
三
千

三
百
人
、
女
一
万
五
千
三
百
五
十
一
人
)

で
、
投
票
者
数
は
、
市
長
選
挙
が
二
万
五

千
三
百
五
十
四
人
(
投
票
率
八
八
・
四

九
%
)
、
市
議
補
選
が
二
万
五
千
二
百

六
十
七
人
(
投
票
率
八
八
・
一
九
%
)

で
し
た
。
な
お
、
今
回
の
投
票
率
八
八

・
四
九
%
は
、
市
長
選
挙
と
し
て
は
過

去
最
高
で
す
。

A

マ
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司
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を
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平成元年3月1日

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

近

田

""と3

日

来庁

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

桝

輿

田

おおず広報

秋

三
期
十
二
年
間
、
永
い
よ
う
で
短
い

年
月
で
し
た
。
市
政
の
重
責
を
担
当
さ

せ
で
項
き
ま
し
て
、
そ
の
間
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
、
陰
に
陽
に
ご
激
励
と
ご
指

導
を
頂
き
大
過
な
く
終
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

A
7
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
国
営

農
地
開
発
、
平
地
慶
雲
寺
線
、
国
道
バ

イ
パ
ス
、
嵩
一
品
川
の
改
修
、
柚
木
亀
山

区
画
整
理
、
五
郎
駅
前
の
特
岸
事
業
や

多
田
、
新
冨
士
、
森
山
、
逆
磐
橋
の
橋

梁
工
事
、
一
品
土
山
を
中
心
と
す
る
公
園

整
備
事
業
、
肱
川
の
改
修
工
事
等
の
数

• 

旧
市
長
ャ

こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
様
方
の
温
か

い
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
私
が
、
今

後
四
年
間
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
任
に
当
た
り
ま
す
こ
と
は
、
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
こ
の
責
務
の
重

大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
行
政
経
験
は
は
じ
め
て
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
何
か
と
分
ら
な
い
こ
と

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
市
議
会
並
び

に
市
民
各
位
の
ご
意
見
を
ふ
ま
え
、
最

善
の
努
力
を
は
ら
っ
て
ま
い
り
た
い
と

決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め

の
明
る
い
市
政
」
を
信
条
と
し
つ
つ
、

一
、
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ
い

多
く
の
開
発
と
、
保
健
並
び
に
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
庁
舎
、

総
合
体
育
館
、
学
校
、
公
民
館
、
集
会

所
等
の
各
種
施
設
の
整
備
等
、
数
多
く

の
思
い
出
と
と
も
に
努
力
の
あ
と
が
思

い
起
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
々
に
大
変
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
高

速
自
動
車
道
の
開
通
を
目
ざ
す
と
同
時

に
、
地
域
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
新
し
く
対
応
を
す
る
時
代
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
若
い
、
柔
軟
な

力
を
結
集
し
て
、
新
し
い
市
長
の
も
と

、ーー

あ
、

ミ

、ぜ

都
市

二
、
活
力
の
あ
る
豊
か
な
生
産
都
市

三
、
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
都
市

四
、
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
文
化

都
市

を
め
ざ
し
て
、
農
工
商
一
体
の
施
策
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

特
に
、
交
通
体
系
の
整
備
、
下
水
道

事
業
の
推
進
、
地
域
産
業
の
育
成
、
富

士
山
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
民
間
活
力
の
導

入
、
高
齢
化
社
会
を
展
望
し
て
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
意
を
注
ぎ
た
い
と
存
じ

ま
す
。い

ず
れ
に
い
た
し
ま
し
で
も
、
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た
都
市
ゃ
つ
く
り
を
考

え
ま
す
と
き
、
解
決
す
べ
き
問
題
は
山

で
力
強
く
前
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
一
市
民
と

し
て
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な
が

ら
、
何
か
と
地
域
の
た
め
に
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、

A
7
迄
以
上
に
親

し
く
お
つ
き
あ
い
項
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
し
て
、
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す

が
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

--;> 積
し
て
わ
り
ま
す
。

関
係
機
関
を
は
じ
め
、
議
会
の
皆
様

方
の
ご
指
導
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
「
水
と
緑
の
豊
か

な
市
民
都
市
」
づ
く
り
の
た
め
に
精
魂

を
か
た
む
け
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
ご

た
え
る
道
だ
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後

一
層
の
ご
理
解
ご
指
導
ご
支
援
の
程
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り
所
信
の
一
端
を
申
し

述
べ
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す。

国
民
年
金
保
険
料
が

八
千
円
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
が
、
四
月
か
ら

八
千
円
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
み
な
さ

ん
が
納
め
る
保
険
料
と
国
の
負
担
な

ど
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
長
期
的
に

み
て
、
支
出
(
給
付
費
)
と
収
入
(
保

険
料
や
国
庫
負
担
な
ど
)
の
釣
り
合

い
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
そ
の
た
め
、
国
で
は
将
来
予
想
さ

れ
る
受
給
者
や
給
付
費
の
増
加
を
見

込
み
な
が
ら
、
被
保
険
者
の
み
な
さ

ん
の
負
担
も
考
慮
し
て
、
毎
年
見
直

し
を
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
負
担
は
増
え
ま
す
が
、

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
の
大
き

な
支
え
と
し
て
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
で
は
、
保
険
料

を
前
納
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
前

納
す
る
と
、
一
年
で
二
千
三
百
二
十

円
割
り
引
か
れ
、
毎
月
納
め
る
手
数

も
省
け
ま
す
。

前
納
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

市
民
課
国
民
年
金
係
へ
一
一
一
月
十
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
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公圏を大切にノ

平成元年3月1日

突のフン静藩書曹iこ困っています

コ塁曜くす拘コに

現
在
、
大
洲
市
内
に
は
、
運
動
公
園
や
児
童
公
固
な
ど
あ
わ
せ
て
七
つ

の
都
市
公
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
公
園
は
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
や

市
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
、
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
や
施
設
へ
の
落

書
き
な
ど
、
公
園
で
の
心
な
い
行
為
が
あ
と
を
絶
た
な
い
よ
う
で
す
。
特

に
、
公
園
内
に
お
け
る
犬
の
フ
ン
公
害
に
は
、
閉
口
し
て
い
る
市
民
の
方

も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
問
題
の
解
決
に
は
、

H

公
園
を
大
切
に
し
よ
う
山
円
大
洲
市

の
美
観
は
我
々
の
子
で
守
ろ
う
u

と
い
う
市
民
一
人
ひ
と
り
の
気
持
の
積

み
重
ね
が
大
切
で
す
。
市
民
誰
も
が
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
美
し
い

公
園
で
あ
る
よ
う
、
み
ん
な
の
協
力
で
公
園
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

w

つ。
な
お
、
公
園
管
理
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
整
備
課
ま
で

(
雷
⑪
2
1
1
1
内
線

3
6
5
)
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一
…
一
日
一
一
語
車
駅
一
苛
一
謙
一
通
事
議
事
語
審
翠
…
…
持

大
洲
市
で
は
、
昨
年
十
二
月
二
十
七
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

日
に
公
共
下
水
道
の
都
市
計
画
決
定
を
施
設
で
す
。
ま
た
、
昔
の
よ
う
な
き
れ

行
い
、
い
よ
い
よ
本
年
か
ら
平
成
八
年
い
な
肱
川
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
生

に
わ
た
り
、
第
一
期
工
事
を
実
施
す
る
活
雑
排
水
や
し
尿
な
ど
の
汚
水
を
処
理

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
、
き
れ
い
な
水
に
す
る
こ
と
も
重
要

公
共
下
水
道
は
、
赤
痢
な
ど
の
伝
染
な
役
割
で
す
。

病
の
原
因
と
な
る
蚊
・
ハ
エ
を
絶
滅
す
ま
ず
今
年
か
ら
、
鉄
砲
町
・
三
の
丸

る
と
と
も
に
、
悪
臭
を
防
除
し
、
生
活
地
区
に
お
い
て
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
調

山

査

を

行

い

、

引

き

続

き

管

渠

を

埋

設

し

て
い
く
予
定
で
す
。
工
事
中
は
、
通
行

制
限
な
ど
付
近
の
皆
様
に
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
ま
で

置

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
6
4

4 ー
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ー辛

五伊蛤

河

川
l



平成元年3月1日

市

民

手見

県

市
県
民
税
の
申
告
相
談
、
指
導
を
別

表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

ご
の
申
告
は
、
み
な
さ
ん
の
税
金
を

計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
。
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
現
在

大
洲
市
に
住
所
の
あ
る
人
で
、
申
告
義

務
の
あ
る
人
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

-
申
告
義
務
の
あ
る
人
.

V
昭
和
六
十
三
年
中
に
、
給
与
所
得
以

外
に
、
営
業
、
農
業
、
家
賃
、
配
当
な

おおず広報

ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

A
V
申
告
の
必
要
が
な
い
人
.

V
所
得
が
給
与
だ
け
で
、
ほ
か
に
所
得

が
な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

V
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ

提
出
す
る
人

-
申
告
に
必
要
な
も
の
.

V
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
の
領
収

書
か
証
明
書

V
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医

療
費
の
領
収
書
か
証
明
書

主主 区 申告内容 葉月 日 場所 五p、、一 主蕩

差口 申告相談 2月21日 連絡所 」E〉、 主義 室

八多喜 " 2月22日 " " 

上須戒 イシ 2月23日 " " 
新 Iノコ、 。 2月25日 " ペン

大 )I[ イ〉 2月27日 ((大j||))連基絡幹集所会議室
蔵川 落七ンター

平 里子 " 2月28日 連絡所 lZL 3S 議 室

南久米 " 3月1日 イン " 

菅 田 " 3月2日 " " 
相1 沢 " 3月3日 " " 

大洲地区(農業者)申告相談 3月4日~ 税務署 " 7日

申 と仁と3 指 導 3月 1円~市役所税務課15日

申土ヒキ目吾輩
市県民税田 町、日程表

申告指導
平成元年度

平日は午前9時~午後4時30分
土曜日は午前 9時~正午(日曜祭日は除く)

な土、新谷地区(2/25)は、午後4時30分まで、

*申告相談時間

V
印
鑑
、
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類

※
白
、
王
申
告
を
す
る
人
に
は
、
地
区
へ

申
告
書
の
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、
申
告
相
談
該
当
者
に
は
、
個

別
に
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
が
、
昨
年

税
務
署
へ
確
定
申
告
を
し
た
人
に
は
、

お
届
け
し
ま
せ
ん
。

今
年
、
確
定
申
告
を
し
な
い
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
へ
わ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
6
・
2
4
7

税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
の
申
告

と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

申
告
も
納
税
も
期
限
は
三
月
十
五
日

で
す
。
必
ず
期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

-
振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を

A'

所
得
税
の
納
税
方
法
に
、
振
替
納
税

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
銀
行

な
ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ

て
納
税
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
納
税
の

た
め
の
手
数
が
少
な
く
て
済
み
、
ま
た
、

う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
滞
納
す
る
こ

と
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

国民年金の保険料

や

おむつ代

も

控除対象になります

保
険
料
は
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

税
金
の
確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。国

民
年
金
の
保
険
料
は
「
社
会
保
険

料
控
除
し
と
な
り
、
課
税
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
か
ら

十
二
月
ま
で
に
、
あ
な
た
ゃ
あ
な
た
が

納
め
た
ご
家
族
の
分
の
国
民
年
金
保
険

料
が
、
総
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
前
納
し
た
場
合
や
、
納
め

忘
れ
た
過
去
の
保
険
料
を
、
こ
の
期
間

中
に
納
め
た
場
合
も
同
じ
で
す
。

所
得
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、
忘
れ

ず
に
控
除
の
子
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

0

0
昭
和
六
十
三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
次
の
と
お
り

で
す
。定

額
納
付

付
加
納
付

定
額
前
納

付
加
前
納

九

二

五

O
O円

九
六
、
一
一
一

O
O円

九
O
、
一
七

O
円

九
四
、
八
五

O
円

お
む
つ
代
も

医
療
費
控
除
に

医
師
の
治
療
を
継
続
し
て
受
け
て
い

る
傷
病
に
よ
り
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る

者
の
使
用
し
て
い
る
お
む
つ
の
費
用
に

つ
い
て
、
医
師
が
証
明
書
を
発
行
し
た

場
合
に
限
り
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

-
対
象
者
。

医
師
の
診
療
時
に
お
い
て
、
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

山
傷
病
に
よ
り
、
ム
お
お
む
ね
六
ヵ
月
以

上
に
わ
た
り
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者

間
そ
の
傷
病
に
つ
い
て
、
医
師
に
よ
る

治
療
を
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
、

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

者-
手
続
方
法

a'

確
定
申
告
に
次
の
書
類
を
添
付
す
る

か
、
確
定
申
告
の
際
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

山
お
む
つ
使
用
証
明
書
(
治
療
を
行
っ

て
い
る
医
療
機
関
の
医
師
が
記
載
し
た

も
の
)

間
わ
む
つ
代
の
領
収
書

A
V
適
用
時
期

A'

昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
以
後
に
使

用
し
た
お
む
つ
の
費
用

-
そ
の
他

A'

証
明
書
の
用
紙
は
福
祉
事
務
所
に
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
大
洲
市
福
祉
事
務
所
ま
で

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
7
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h
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おおず広報平成元年3月1日

富士山地域リゾート構想

申

一
月
十
三
日
、
市
役
所
二
階
大
ホ
ー

ル
で
、
第
四
回
冨
士
山
地
域
リ
ゾ
ー
ト

構
想
検
討
委
員
会
が
聞
か
れ
、
昨
年
の

六
月
以
来
行
っ
て
き
た
研
究
・
討
議
の

結
果
を
近
田
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
市
内
の
各
種
団
体
長

や
有
識
者
ら
十
五
人
で
構
成
さ
れ
、
大

洲
固
有
の
風
土
を
背
景
に
し
た
滞
在
型

の
観
光
拠
点
形
成
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
来
ま
し
た
。

こ
の
答
申
に
よ
る
と
、
大
洲
市
は
、

高
速
交
通
時
代
の
到
来
を
前
に
、
松
山

・
道
後
と
南
レ
ク
の
中
間
拠
点
と
し
て
、

大
洲
固
有
の
風
土
を
生
か
し
た
田
園
・

周
遊
観
光
型
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す
べ
き

だ
と
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
ご
の
リ
ゾ
ー
ト
に
お
け
る
中

核
施
設
は
、
大
洲
市
の
基
幹
産
業
で
あ

忽E
Eコ検討委員会

る
農
業
と
観
光
の
一
体
化
に
よ
る
土
と

緑
と
水
に
親
し
む
生
活
文
化
ゾ

I
ン
を

形
成
す
る
も
の
で
、
農
業
・
自
然
・
歴

史
性
を
い
か
し
で
複
数
の
特
色
あ
る
拠

点
施
設
を
設
置
し
、
都
市
生
活
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
生
き
が
い
が
享
受
で
き

る
新
し
い
環
境
み
つ
く
り
を
目
指
す
べ
き

だ
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
事
業
化
に
あ
た
っ
て
は
、
民
活

導
入
を
基
本
と
し
て
、
宿
泊
施
設
の
立

地
を
最
優
先
す
る
も
の
と
し
、
ロ
ッ
ジ

又
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
的
宿
泊
施
設
・
格
調

の
め
る
粋
な
ホ
テ
ル
・
ゴ
テ
l
ジ
村
な

ど
を
提
案
。
農
業
施
設
と
し
て
は
、
農

業
博
物
館
・
ワ
イ
ン
工
場
・
観
光
農
場

と
農
業
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
提
案
さ
れ
た
施
設
は
次
の

と
わ
り
で
す
。

O
ス
ポ
ー
ツ
施
設
一
乗
馬
遊
園
地
、
ワ

イ
ワ
イ
広
場
、
ひ
じ
か
わ
水
泳
場
、
ス

カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

O
教
育
・
文
化
・
芸
術
施
設
一
伝
統
産

業
館
・
自
然
博
物
館
、
天
文
観
測
所
、

美
術
館
な
ど

O
観
光
施
設
一
展
望
タ
ワ

I
、
屋
外
ス

テ
ー
ジ
、
グ
ル
メ
ラ
ン
ド
、
超
大
型
娯

楽
施
設
な
ど

O
社
会
環
境
施
設
一
名
所
・
旧
跡
巡
り

道
路
、
親
水
公
園
、
リ
フ
ト
、
冨
士
山

一
周
ト
リ
ム
コ

l
ス
な
ど

日
曜
日
の
開
館
に
つ
い
て

図
書
館
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
の
期
間
、
試
験
的
に
日
曜

開
館
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
曜
日
の
開
館
時
聞
は
、
九
時
か
ら
十

六
時
三
十
分
ま
で
で
す
。
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
期
間
中
、
月
曜
日
が
休

館
日
と
な
る
ほ
か
、
各
月
の
末
日
及
び

祝
日
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
休
館
日

と
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

返
却
ポ
ス
ト
の
設
置
に
つ
い
て

昨
年
十
一
月
に
、
図
書
館
玄
関
横
に

返
却
ポ
ス
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

ポ
ス
ト
は
、
や
む
を
得
ず
開
館
時
間
外

に
本
の
返
却
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た
め

に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

や
む
を
得
ぬ
事
情
で
、
開
館
時
間
外

で
の
返
却
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ポ
ス

ト
備
え
付
け
の
用
紙
に
、
氏
名
と
返
却

す
る
本
の
冊
数
を
記
入
し
、
本
と
一
緒

に
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

郷
土
関
係
出
版
物
の
ご
案
内

次
の
図
書
を
図
書
館
で
頒
布
し
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
図
書
館
ま
で

(
宮
⑫
4
4
1
9
)

。
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E
N昨

日
h
川真写

士
心
誌

市

市

大

大

大洲市碑録・・・・・・・・・・・・ 1，000円

川田雄琴先生伝...... 1，000円

矢野玄道先生 士・ー 1，000円
没百周年記念丸、

近田歌文集・・・・・・・・ー・・ 2，000円

矢野玄道文庫......... 1，000円
分類目録
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平成元年3月1日

表 1 Q

1

 
消
防
署
で
は
、
消
火
器
の
販
売

一
や
消
火
薬
剤
の
詰
め
替
え
を
し
て

一
い
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
一
般
の

一
家
庭
に
消
火
器
を
置
か
な
い
と
い

一
け
な
い
の
で
す
か
。

公
衆
電
話
の
種
類
に
よ
っ
て
、
ダ
ヂ

イ
ヤ
ル

1
1
9
を
回
す
だ
け
で
は
つ
告

な
が
ら
な
い
も
の
も
み
り
ま
す
。
百

(表
1
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
)
戸

大
洲
市
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
中
に
~

二
十
五
件
の
火
災
が
発
生
し
、
二
人
の
日

方

が

な

く

な

っ

て

い

ま

す

。

中

こ
れ
ら
火
災
の
大
半
は
、
火
気
の
取
中

り
扱
い
の
不
注
意
や
不
始
末
か
ら
発
生
件

し
て
い
ま
す
o

「
消
火
活
動
」
だ
け
で
千
平
成
一
冗
年
度
の
「
市
民
交
通
傷
害
保

な
く
、
火
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
「
予
市
険
し
の
受
け
付
け
が
三
月
一
日
か
ら
始

防
活
動
L

も
重
要
な
消
防
活
動
の
一
つ
市
ま
り
ま
す
。

で
す
O

N

自
分
の
生
命
や
財
産
は
、
白
百
大
洲
市
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
中
に

分
で
守
る
υ

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
日
一
二
百
三
十
一
日
伴
の
交
通
事
故
が
起
こ
り
、

頃
か
ら
、
火
災
予
防
に
つ
い
て
正
し
い
一
二
百
九
十
六
人
の
負
傷
者
、
て
一
人
の
死

知
識
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一
者
が
出
て
い
ま
す
。

日
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
各
世
帯
に
申
込

守
主
目
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
万
一
の
事
故

ゃ
に
備
え
、
一
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し

持

よ
h

フ。

品
⑤
加
入
資
格
⑤

一
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、

A 

一一一一一一一一一一-Q
ヘイのが 2 
つヤ士蕩あ公
なル合り衆
カ" 1 、ま言言
る 1 どす話

:σ) 9σ〉カ"{二
でを公、は

i す回衆火い
かせ電事ろ
。ば話又ん
t肖ではな
防も救種
署夕、、急、類

A

消
防
署
で
は
、
消
火
器
の
販
売
や

消
火
薬
剤
の
詰
め
替
え
な
ど
は
、
業

務
と
し
て
一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
般
の
家
庭
に
は
、
消
火
器

おおず

公衆電話の種類と

タイヤル119の回し方

広報

十円硬貨を入れてタ

イヤル 11 9しても通

話ができませんので自

の人に申し出てカギを

開けてもらってからi垂
報して下さしミ。

受話器をあげ「緊急

通報用ボタン」を押し

てダイヤル 119をし

て下さい。

受話器をあげ電話機

のそばにある「緊急呼

出器」の 119を指止

めまで凶して下さい。

卜円赤電話

百円赤電話

卓 k型黄・青電話

カ ド公衆電話

ボ y ケス型黄 (7'

yシュ)電話

ボ yクス型黄(タ

イヤ Jレ) ・青電話

「ト円赤※ピンク電話は、公衆電話には含まれませんが、

電話」と同じ要領で電話して Fさい。

市民交通傷害保険

ご加入を

3月1日受付開始又
は
、
市

第 5 回
大洲市健鹿

マラソン大会

例年 2月に開催している、

ミ大洲市健康マラソン大会ご

を、今年は下記の要領で 3月

5 f:-1 (日)に開催します。ふ

るってご参加ください。

内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
。
た
だ

し
、
一
人
一
口
に
限
り
ま
す
。

-
保
険
料

A'

一
口
四
百
八
十
円
(
中
途
で
の
申
し

込
み
は
、
月
額
四
十
円
で
計
算
)

・
期
間
企
守

平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間

.
支
払
わ
れ
る
保
険
金
.

自
動
車
、
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、

列
車
な
ど
が
原
因
で
発
生
し
た
交
通
事

故
に
対
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
五
千
円

(
一
週
間
未
満
の
け
が
)
か
ら
最
高
百

万
円
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
交
通
安
全

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
3
1

7 

0 日時:平成元年 3月 5日(日)

9時30分~

(雨天時は 3月12日に順延)

0受付時間:升日 8時 40分

~9 時20分

O集合場所:市民会館駐車場

参加方法など詳しくは、大

洲市体育協会事務局(総合体

育館内E⑪ 62 5 5) まで。
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軽
自
動
車
税
は
、
今
年
四
月
一
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
車
の
所
有
者
と
な
っ
た
入
、

車
の
所
有
者
で
な
く
な
っ
た
人
な
ど
は

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
オ
ー
ト
バ
イ
(
五
十
午
、
，
百
二
十
五

∞
)
と
小
型
特
殊
自
動
車
に
つ
い
て
は

市
役
所
税
務
課
へ

V
そ
れ
以
外
の
車
種
に
つ
い
て
は
、
軽

し
で
市
役
所
に
来
で
く
だ
さ
い
。
所
有

者
が
死
亡
し
た
時
は
、
は
が
き
で
身
内

の
人
に
名
儀
変
更
し
て
い
た
だ
く
よ
う

通
知
し
て
い
ま
す
。

。
転
入
、
転
出
す
る
場
合
は
?
。

転
出
す
る
時
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
市
へ
返
却
し
、
新
住
所
地
で
新
た

に
標
識
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
入
の
場
合
は
、
大
洲
市
の
標
識
を

受
け
取
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

0

.
オ
ー
ト
バ
イ
が

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
?
・

ま
ず
警
察
署
へ
盗
難
届
け
を
出
し
、

そ
の
後
、
市
役
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

詳
し
く
は
、
税
務
課
軽
自
動
車
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
4
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平成元年3月1日

平
成
元
年
度
固
定
資
産
税
の
課
税
の

も
と
に
な
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
中
に
、
家
屋
を
新
・

増
築
又
は
取
り
壊
さ
れ
た
方
、
ま
た
、

土
地
・
家
屋
の
相
続
・
贈
与
・
売
買
な

ど
で
所
有
権
の
変
っ
た
方
は
、
あ
な
た

の
資
産
が
間
違
い
な
く
登
録
さ
れ
て
い

る
か
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

な
わ
、
期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す

が
、
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

自
動
車
協
会
ま
た
は
陸
運
事
務
所
へ

.
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を

友
人
に
譲
っ
た
場
合
は
?
。

市
役
所
で
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
あ
な

た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

A'オ
ー
ト
バ
イ
の
所
有
者
が
死
亡
、

標
識
や
車
体
も
廃
棄
し
た
場
合
は
。

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う
に

期
間
一
平
成
元
年
三
月
一
日

1
三
月
二
十
日

時
間
一
午
前
八
時
三
十
分

1
午
後
五
時

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
・
日

曜
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

場
所

。
旧
大
洲
町
の
方
・
市
役
所
税
務
課

O
連
絡
所
管
内
の
方
一
各
連
絡
所

O
市
内
在
住
者
で
納
税
組
合
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い
方
、
並
び
に
、
市
外
在

住
者
一
市
役
所
税
務
課

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
固

定
資
産
税
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ミ

O

'
L
V
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外
国
向
け
郵
便
の
事
前

検
査
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

「
行
政
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
し

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
税
関
も

毎
月
の
第
二
・
第
四
土
曜
日
が
休
み
と

な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
毎
月
の
第
二
・
第
四
土
曜

日
に
は
、
外
国
向
け
に
郵
便
物
を
送
る

場
合
の
事
前
検
査
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

平
日
(
八
時
三
十
分

1
十
七
時
)
又
は

第
二
・
第
四
土
曜
日
以
外
の
土
曜
日
(
八

時
三
十
分

1
十
二
時
三
十
分
)
に
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
し
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

O
松
山
税
関
支
署

宮

0
8
9
9
⑪
0
3
0
1

0
松
山
税
関
支
署
宇
和
島
出
張
所

宮

0
8
9
5
⑫
1
2
5
4

身体障害者の方のパス@電車

などの利用
運賃割引証が

不要になります

通
話
料
金
を
値
下
げ

(
N
T
T
)
 

N
T
T
で
は
、
二
月
一
日
か
ら
、
遠
距

離
通
話
、
近
距
離
通
話
及
び
離
島
通
話

料
金
の
値
下
げ
を
実
施
し
ま
し
た
。

A
V
値
下
げ
の
内
容
.

山
三
百
二
十
キ
ロ
を
超
え
る
ダ
イ
ヤ
ル

通
話
(
移
動
体
と
の
通
話
を
除
き
ま
す
。
)

の
料
金
に
つ
い
て
、
昼
間
、
夜
間
(
土

.
日
・
祝
日
の
昼
間
を
含
み
ま
す
。
)
、

深
夜
と
も
約
一
割
値
下
げ
し
ま
し
た
。

(
例
一
東
京
・
京
都
・
和
歌
山
)

間
隣
接
・
ー
二
十
キ
ロ
区
間
の
ダ
イ
ヤ

ル
通
話
料
金
に
つ
い
て
も
約
一
割
値
下

げ
し
ま
し
た
。
(
例
一
松
山
・
八
幡
浜
)

間
離
島
通
話
料
金
に
つ
い
て
は
、
同
一

都
道
県
内
に
あ
る
離
島
M
A
聞
の
通
話

を
九
十
秒
ま
で
ご
と
に
十
円
(
隣
接
区

域
内
通
話
料
金
と
同
水
準
)
に
値
下
げ

し
ま
し
た
。

。6

従来、身体障害 者の方が、パス・

電車などを利用される時には、 「運

賃割引証」が必要でしたが、来る 4

月 1日からは不要になります。

それに伴い、 「身体障害者手帳」

を提示しなければ、運賃の割引が受

けられなくなりますので¥パス・電

車など を 利 用 さ れる時には、必ず「

身 体障害者手帳」を携帯してくださ

この件に関するお問し、合わせは、

大洲市福祉事務所援護係まで。

宮⑪ 2111内線 276



平成元年3月1日

三
月
四
月
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン

J

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

iL

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、

ど
異
動
が
多
く
な
り
ま
す
。

転
入
・
転
出
の
と
き
に
は
、
各
種
の
届
け
を
出
し
て
お

か
な
い
と
、
選
挙
で
投
票
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民
年
金

の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
子
続
き

は
早
め
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
へ
の
届
け
出

住
民
登
録
住
民
基
本
台
帳
へ
の
記
載

な
ど
は
、
転
入
届
を
出
す
こ
と
で
行
わ

れ
ま
す
。
前
住
所
地
で
転
出
証
明
書
を

受
け
取
り
、
十
四
日
以
内
に
新
住
所
地

の
市
町
村
役
場
で
転
入
届
を
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

おおず広報

転
勤
・
入
学
・
就
職
な

印
鑑
登
録
印
鑑
登
録
証
を
返
し
、
新

住
所
地
で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
一
度
返
し
、
新
住

所
地
で
新
た
に
申
請
し
ま
す
。
母
子
家

庭
、
零
歳
児
医
療
、
重
度
心
身
障
害
者

医
療
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
受
給
者
証

も
一
度
返
し
、
新
住
所
地
で
新
た
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
新
住
所
地
で
住
所
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
転
入
、
転
出
ど
ち
ら
の
場
合
で

も
、
事
前
に
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

在
学
証
明
書
小
・
中
学
生
が
い
る
場

合
は
、
現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
で
在

学
証
明
書
な
ど
の
書
類
を
受
け
取
り
、

転
出
先
の
小
・
中
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

O
児
童
子
当
関
係
で
は
、
所
得
証
明
書

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
新
住
所

地
の
福
祉
事
務
所
で
住
所
変
更
の
手
続
山

d
S防
総
出

RVmu較

ukm

酬
が
泌
面
回
彰
副
刷
阿
久
凶
脳
間
以
頑
誕
生
同
仰
い
日
宍

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
山
灼
沌
油
叩
汁
刈
川
ゆ
沼
川
け
が
一

ま
た
、
転
出
証
明
書
交
付
後
に
、
都
一

w後
繍
矧
体
例

imw

A
口
に
よ
っ
て
転
出
を
と
り
や
め
た
場
合
川

「
偏
見
を
な
く
す
た
め
に
」
③

は
、
す
ぐ
に
こ
の
転
出
証
明
書
を
も
と
一

の
市
町
村
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
」
身
分
制
度
の
固
定
化
、
居
住
地
の
固

「

|
|
I
l
i
l
i
-
-
!
J
…
定
化
、
そ
し
て
日
常
生
活
へ
の
規
制
・

一
郵
送
に
よ
る
戸
籍
の
請
求
可
制
限
は
過
酷
な
ま
で
に
被
差
別
部
落
へ

一
戸
籍
謄
・
抄
本
を
子
紙
で
請
求
さ
一
…
課
せ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

一
れ
る
方
は
、
請
求
理
由
・
誰
の
も
の
一
一
例
え
ば
、
水
利
権
や
祭
礼
か
ら
の
除

一
が
何
通
い
る
の
か
・
本
籍
地
・
請
求
一
一
外
。
部
落
の
人
た
ち
は
周
辺
の
村
へ
出

一
者
の
住
所
を
明
記
の
上
、
返
信
用
封
一
一
か
け
る
と
き
、
人
々
の
多
く
集
ま
る
所

一
筒
に
切
手
を
は
り
料
金
を
入
れ
て
一
川
へ
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
又
、
淡

一
請
求
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
領
収
書
一
山
路
の
国
(
兵
庫
県
淡
路
島
)
の
あ
る
村
で

一
と
残
金
を
添
え
送
付
し
ま
す
。
一
…
は
夕
刻
以
降
は
市
内
へ
入
っ
て
は
い
け

f
i
l
l
-
I
l
l
i
-
-
L
2い
こ
と
。
大
洲
藩
で
は
、
一
七
九
八

一
年
(
寛
政
十
年
)
と
一
八

O
八
年
(
文

そ
の
他
の
届
け
出

一
化
五
年
)
に
二
度
も
き
び
し
い
差
別
を

運
転
免
許
証
住
所
変
更
の
手
続
き
は
、
川
示
し
た
わ
定
書
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
一

新
住
所
地
の
警
察
署
又
は
警
察
の
自
動
…
般
庶
民
と
隔
絶
す
る
施
策
が
強
制
的
に

車
試
験
場
で
。
自
動
車
を
所
有
し
て
い
…
な
さ
れ
ま
し
た
。

る
人
は
、
陸
運
事
務
所
で
登
録
変
更
手
川
な
お
農
民
と
し
て
の
失
敗
者
は
泊
安

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転
居
先
が
県
川
関
係
の
下
級
役
人
と
し
た
り
、
城
下
の

内
と
県
外
で
は
手
続
き
が
違
い
ま
す
。
一
清
掃
に
従
わ
せ
た
り
し
ま
し
た
。
し
か

郵
便
局
転
居
届
を
出
し
て
お
く
と
、
川
も
被
差
別
部
落
の
人
々
を
持
別
に
低
い

一
年
間
は
郵
便
物
を
転
送
し
て
く
れ
ま
川
身
分
と
し
て
と
ら
え
、
や
が
て
農
業
か

す

。

一

ら

脱

落

し

た

者

を

雑

業

に

あ

て

農

民

そ
の
他
銀
行
へ
の
住
所
変
更
の
届
け
山
と
分
断
す
る
身
分
支
配
は
一
段
と
強
化

出
や
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話
な
ど
の
変
川
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
武
士
・
職
人
・

更
や
廃
止
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。
一
商
人
も
当
時
没
落
し
た
者
は
、
被
差
別

一
部
落
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。

転
入
、
転
出
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
川
ま
た
、
幕
府
は
、
治
国
の
一
手
段
と

せ

は

市

役

所

ま

で

…

し

て

寺

院

を

利

用

し

特

定

の

宗

派

に

属

宮
⑪
2
1
1
1

…
し
て
い
る
と
い
う
偏
見
さ
え
生
み
出
し

山
で
い
る
の
で
す
。

No.123 

「
人
権
と
同
和
教
育
」

次
は
、
差
別
政
策
を
強
制
す
る
一
方

で
、
差
別
意
識
(
偏
見
)
を
定
着
さ
せ

る
た
め
の
教
育
的
働
き
か
け
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
身
分
制
度
を
維

持
す
る
手
段
に
朱
子
学
を
広
め
た
の
で

す
。
こ
の
教
え
の
中
に
「
上
下
分
を
定

め
て
其
尊
卑
貴
賎
の
位
、
古
今
乱
る
べ

か
ら
ず
。
」
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
、
封

建
道
徳
を
教
え
る
の
に
好
都
合
の
教
え

だ
っ
た
の
で
す
。
即
ち
、
同
じ
身
分
に

む
け
る
家
柄
(
家
格
)
の
差
別
。
家
庭

内
に
お
け
る
親
子
・
兄
弟
・
男
女
の
差

別
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
に
対
し

そ
れ
ぞ
れ
上
下
を
作
り
、
封
建
的
秩
序

維
持
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
民
衆
の
分
裂
支
配
政

策
を
最
も
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
被
差

別
部
落
が
政
策
的
に
形
成
さ
れ
、
偏
見

が
植
え
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
、
現
代
の

部
落
問
題
の
起
源
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
を
思
う
時
、

明
治
四
年
の
解
放
令
以
来
、
そ
れ
と
な

く
言
い
伝
え
ら
れ
た
偏
見
が
如
何
に
誤

ま
っ
た
意
識
で
あ
っ
た
か
申
す
ま
で
も

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
次
回
は
、
偏
見
を
正
し
差
別

を
解
消
す
る
た
め
の
解
放
運
動
史
の
概

要
を
た
ど
っ
で
み
ま
す
。
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一
月
十
五
日
、
第
四
十
一
回
成
人
式

が
、
大
洲
市
役
所
大
ホ
l
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
目
、
招
待
を

受
け
た
市
内
在
住
の
新
成
人
四
百
三
十

八
人
(
男
子
百
九
十
人
、
女
子
二
百
四

十
八
人
)
の
う
ち
、
一
二
百
十
二
人
が
式

に
参
加
し
ま
し
た
。

九
時
三
十
分
か
ら
聞
か
れ
た
記
念
式

典
で
は
、
近
田
市
長
が
「
日
本
と

V
フ

枠
の
中
だ
け
で
物
事
を
考
え
る
時
代
は

終
わ
り
ま
し
た
。
国
際
化
に
対
応
で
き

る
立
派
な
社
会
人
と
し
て
大
き
く
は
ば

た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
の
祝
辞
を
述

べ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
大
野
徹
君

(
菅
田
)
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
一
二
好
治
君
(
肱

南
)
、
出
茂
保
隆
君
(
平
野
)
の
二
人

が
優
良
成
人
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

成
人
式
終
了
後
の
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、
渡

c
k
p式
ロ
式
広
点
Fド
dptak炉よ
F
よ
P
よ
F
よ
F
よ
F
A
Pよ
C
よ
R
P弘
rdzwdβ
よ
Z
よ向
f
t
z
k
z
a
cよ
F
Kば
戸
よ

z
k
z
a
β
よ
Z
よ
F
占
h
r
a
g
k
R占
信
よ
F
よ
F
d
P
K
Fよ
phdhfahrdhtAFよ
戸
よ
F
よ
F
よ
F
よ
E
A
Eよ
広
よ

Z
J
F
V臥
F
よ
F
ょ
た
よ
F
よ
P
よ戸
r
t
G
k
c
a信
よ
前
よ
F
よ
F
よ
E
K
Eよ
E
よ
F
よ
F
よ
F
a
z
a
sよ

昨
幽

H
H
D
車

胃

富

山

川

こ

或

出

品

同

ノ

十

年

頃

で

す

。

軍

い

も

た

き

は

、

ま

だ

河

原

へ

出

て

味

E
E
-
-
{
;
j
i
f
i
v飯
塚
市
に
も
、
遠
賀
川
と
い
う
大
き
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
が
、
自
宅

山
下
喜
美
技
さ
ん
(
新
谷
・
れ
き
な
川
が
流
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
炭
鉱
で
は
よ
く
作
り
ま
す
o

飯
塚
の
方
に
も
、

の
影
響
で
い
つ
も
川
底
は
真
黒
。
こ
ち
筑
前
煮
と
い
っ
て
、
い
も
た
き
に
似
た

ら
に
来
て
肱
川
の
清
流
と
出
会
い
、
そ
お
い
し
い
料
理
が
ゐ
る
ん
で
す
よ
。

の
水
の
美
し
さ
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

V
大
洲
の
方
一
一
一
ロ
に
も
だ
い
ぶ
ん
慣
れ
て

V
飯
塚
も
山
に
固
ま
れ
た
所
で
す
が
、
き
ま
し
た
が
、
最
初
は

H

が
い
な
H

だ

平
野
部
が
広
い
せ
い
か
、
大
洲
ほ
ど
の
と
か

H

び
い
H

な
ど
の
意
味
が
わ
か
ら

圧

迫

感

は

あ

り

ま

せ

ん

。

ず

困

っ

た

の

を

憶

え

て

い

ま

す

。

V
食
生
活
の
面
で
は
、
余
り
違
和
感
を

V
子
供
た
ち
(
有
希
さ
ん

l
中
学
三
年

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
め
日
、
亮
一
く
ん
リ
小
学
六
年
H
H
、
め
ぐ
み

し
や
さ
つ
ま
は
、
こ
ち
ら
に
来
て
初
め
ち
ゃ
ん
H
H
小
学
四
年
U
H
)

に
は
、
ま
じ
め

て

口

に

し

ま

し

た

。

で

お

わ

ら

か

な

人

に

育

っ

て

欲

し

い

。

おおず

回目@

広報

8巴
。

奥

さ

ん

t
u

間

No.92 

平成元年3月1日

V
出
身
は
福
岡
県
飯
塚
市
で
す
。

V
以
前
は
炭
鉱
町
と
し
て
有
名
で
、
大

き
な
ぼ
た
山
が
み
め
ち
ら
こ
ち
ら
に
点
在

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
閉
山
が

相
次
ぎ
、
む
し
ろ
商
業
都
市
と
し
て
活

気
づ
い
て
き
た
よ
う
で
す
。

V
高
校
卒
業
後
、
東
京
へ
出
て
就
職
し
、

勤
め
先
で
主
人
と
知
り
合
い
ま
し
た
。

V
結
婚
後
、
し
ば
ら
く
は
東
京
で
生
活

し
、
大
洲
へ
や
っ
て
来
た
の
は
昭
和
五

場
の
肱
川
で
、
第
三
十
五
回
大
洲
市
寒

中
水
泳
大
会
(
市
教
育
委
員
会
、
大
洲

神
伝
流
保
存
会
、
大
洲
水
泳
協
会
主
催
)

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市
内

の
小
中
学
生
ら
百
十
一
人
が
参
加
。
神

伝
流
保
存
会
に
よ
る
基
本
泳
法
、
水
泳

武
術
の
披
露
の
後
、
子
供
た
ち
ゃ
愛
媛

大
学
水
泳
部
員
ら
が
初
泳
ぎ
を
行
い
ま

し
た
。

新
刊
図
書
案
内

白
分
に
気
づ
く
心
理
学
加
藤
諦
三
著

自
由
民
茶
羅
の
宇
宙
金
岡
秀
友
他
編

日
本
の
名
族
二
・
七
・
十

新
人
物
往
来
社

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
族
の
お
金
の
使
い
方

E
E
C
編

ユ
ダ
ヤ
の
世
界
支
配
戦
略
1
・
2

山
蔭
基
央
著

人
間
関
係
の
技
術
/
青
木
雨
彦
編

授

業

1
・
2
・
3

N

H

K

編

子
ど
も
生
き
い
き
一
氏
昭
吉
他
編

聞

き

書

愛

媛

の

食

事

農

文

協

日
本
生
活
図
引
一

1
四
須
藤
功
編

家
庭
薬
館
入
門
根
本
幸
夫
他
著

秘
密
の
料
理
術
赤
堀
千
恵
美
著

世
界
写
真
全
集
一
フ
ァ
イ
ン
ア
l
ト

集

英

社

競

馬

大

全

池

田

孝

一

郎

著

メ
ン
タ
ル
・
タ
フ
、
不
ス

J

・
レ
l
ヤ
l
著

耐

え

て

勝

つ

藤

田

元

司

著

シ
ス
テ
ム
速
読
法
栗
田
昌
裕
著

上
手
な
話
し
か
た
一

O
一
の
ポ
イ
ン

ト

篠

田

英

之

介

著

北

里

マ

ド

ン

ナ

氷

室

冴

子

著

新

妻

池

波

正

太

郎

著

伝
説
な
き
地
上
・
下
船
戸
与
一
著

吉
良
忠
臣
蔵
土
・
下
森
村
誠
一
著

朝
日
の
あ
た
る
家

I
-
E
栗
本
薫
著

幻

の

翼

逢

坂

剛

著

車
椅
子
か
ら
ウ
イ
ン
ク

小
山
内
美
智
子
著

図

書

館
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平成元年3月1日

ツバキだより
1.22 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
大
会

練
習

おおず広報

新
谷
の
田
中
一
三
さ
ん
(
似
)
宅
で

は
、
約
二
百
五
十
種
に
及
ぶ
ツ
バ
キ
が

色
々
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
c

ツ
バ
キ
の
花
は
、
京
都
方
面
に
名
花

が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
肱
川

沿
に
咲
く
や
ぶ
ツ
バ
キ
も
、
そ
れ
ら
に

負
け
な
い
位
に
素
晴
ら
し
い
も
の
が
多

い
、
と
田
中
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
、
希
望
が
あ
れ
ば
ツ
バ

キ
の
つ
ぎ
木
を
譲
り
渡
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
草
花
の
好
き
な
み
な
さ
ん
、
一
度

連
絡
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

署管
i 

咽守

宮
本

骨
子70/ 名作にため患…移動美術館2.1 

1月22日、総合体育館に市内の少年

剣士たちが勢揃い。スポーツ少年団の剣

道大会が聞かれました。

大会には、市内のスポーツ少年団から

37チーム 180人が参加。団体戦に個人戦

にと熱戦を展開しました。

新春書き初め1.6 

1月 6目、市内の小・中学生による新春書き初め会

が、喜多小学校で聞かれました。

当日は、小学 3年生から中学 3年生までの約 600人

が参加。入念に練習を行った後、与えられた課題に従

って清書を仕上げました。

2月l目、県立美術館蔵の芸術作品

45点を集めた「第 l回移動美術館」が

市立博物館でオープンしました。

横山大観、梅原龍三郎、中野手口高ら

の日本画、洋画をはじめ、夏目激石、

プールデルらの書や彫刻など名作の数

々に、訪れた人も、時のたつのを忘れ

て鑑賞に浸っていました。

6 

納期は3月31日です

国民健療保険税

11ー

今月の納税

期

1月末現在の

大洲市内の交通事故

i月末現在 昨年同期

件 数 1 6 1 3 

負傷者 1 8 1 7 

死者 1 。



おおず

相談ごと案内
い ず れ も 無 料 です。気軽にご

利 用ください。

砂交通事故相談

と き 3月 8日 10日寺~15日寺

3月20目 。

ところ 市役所別館 3階会議室

惨 人権相談

と き 3月20日 13日寺~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂 法律相談

と き 3月 6日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心配ごと相談

とき 3月 1日、 10日、 27日

13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

修 行政相談

と き 3月14日 9時一12日寺

ところ 市役 所 1階会議室

急ベマ時はE ⑫ 3794 (玉木) まで

砂社会保険相談

とき 3月22日 10時一16時

ところ 大洲商工会議所

担 当松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 3月23日 13日寺一15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑫6100

大洲福祉会館E⑫ 0947

惨 不動産無料相談

と き 3月15日 9 日寺~16日寺

ところ 宅 建 協 会大洲支部

フヂエ夕、、花庖 2階、常磐田J4

保
一
種
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳

幼

児

広報

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

3
月
7
日
(
火
)
昭
和
田
年
目
月
生
※

3
月
9
日
(
木
)
昭
和
白
年
8
月
生

3
月
比
日
(
火
)
昭
和
臼
年
7
月
生
※

3
月
泣
日
(
水
)
昭
和
白
年
4
月
生
※

3
月
お
日
(
火
)
昭
和
白
年
2
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
叩
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

健

康

本目

談

日
時

3
月
8
日
と
3
月
詑
日

ヘ
オ
土
寸
ゆ

¥
7
1
2土
寸
、

3
土
寸

1
5士
寸

‘
切
口
μ
n
d
，Z}
ノ

1
よ
口
μ

1

1

口
U

1

1

ロμ

場
所
市
役
所
一
階
会
議
室

平成元年3月1日

3
月
ロ
日

(
日
)

3 
(月
日 19
~日

3
月
幻
日

(
火
)

3
月
お
日

(
日
)

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

3
月
2
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

i
u
時

建
設
省
肱
川
出
張
所
日
時

i
H
時

大
洲
自
動
車
教
習
所
日
時
叩
分

i
M
時

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

3
月
日
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

3
月
辺
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の
(
敬
称
略
)

金

一

封

阿

蔵

金

一

封

若

宮

金

一

封

徳

森

金
一
封
(
寄
付
金
)

高

山

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

菅

田

町

橋

元

政

夫

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
北
地
区
社
協

へ
)
中
村
射
場
・
恵
美
須
・
大
黒

区
婦
人
会

金
一
封
(
歳
末
托
鉢
募
金
を
新
谷
地

区
社
協
へ
)
新
谷
新
谷
自
報
会

(
代
)
河
野
宏
道

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

谷

本

善

雄

金
一
封
(
平
地
上
鶴
寿
会
へ
)

平

野

町

前

回

優

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

町

西

岡

庄

蔵

賓宮匿
生浦

白
石

名民
子

桂
三

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

阿

寄

祥

一

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

春

賀

佐

々

山

明

士

口

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
と
市
社
協

へ
)
東
宇
山
矢
野
吉
高
・
士
口
庚

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
と
野
田
鶴

寿

会

へ

)

八

幡

浜

市

新

田

清

香

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

袖

岡

祐

恵

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

井

上

傍

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
へ
)

上
須
戒
上
田
カ
ネ
コ

(
物
品
の
口
座
)

マ
フ
ラ
ー
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
二
十
六

枚
(
市
内
の
独
居
老
人
へ
)
中
村

(
株
)
フ
ジ
大
洲
庖
労
働
組
合
員
一
同

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

圃

園

H

汝
の
郷
土
を
開
発
す
る
者
は
汝
自

ら
な
り
ω

・
・
・
大
好
き
な
一
言
葉
の
一

つ
で
す
。
今
回
取
材
し
た
梶
谷
永
五
郎

先
生
は
、
当
初
予
想
し
て
い
た
よ
り
も

ず
っ
と
ず
っ
と
大
き
な
人
物
で
し
た
。

取
材
で
知
り
得
た
事
実
の
ほ
ん
の
一
部

分
し
か
紹
介
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

郷
土
を
愛
し
た
先
人
た
ち
の
思
い
や

情
熱
は
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
も

の

で

す

。

(

た

)
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